
令和元年５月１日
.29

えりも町議会

えりも町役場 議会事務局長
脇坂 祐輔

表紙紹介

青空の下、４月8日、庶野小学校に真新しいランドセルを背負った8名の新入生が入学し、

全校児童は42名となりました。「自分の好きなポーズを」とお願いすると、素直に元気よく

応じてくれてありがとう。学校教育目標である「かしこく」、「明るく」、「たくましく」

成長してくれることを願います。



〈

一
般
会
計
〉

・
除
雪
運
転
委
託

１
２
０
０
万
円

除
雪
回
数
の
増
加
に
備
え
る
た
め

・
ふ
る
さ
と
納
税
記
念
品
費

▲
６
５
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
減
少
に

伴
い
返
礼
品
等
も
減
少
す
る
た
め

・
介
護
保
険
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
及
び

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
補
助
金

３
７
８
万
１
０
０
０
円

特
養
老
人
ホ
ー
ム
「
や
ま
と

苑
」
に
対
す
る
補
助
金

・
鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
捕
獲

活
動
支
援
事
業
補
助
金

▲
５
４
１
万
２
０
０
０
円

捕
獲
頭
数
が
減
少
し
た
た
め

・
診
療
所
特
別
会
計
操
出
金

３
３
０
０
万
円

診
療
所
収
入
の
減
少
に
伴
う

赤
字
補
填

・
分
収
造
林
事
業
委
託
料

▲
５
０
９
万
円

施
業
面
積
の
縮
小
の
た
め

・
ア
イ
ヌ
住
宅
新
築
等
資
金
貸
付
金

▲
４
８
０
万
円

新
築
等
の
申
請
が
な
か
っ
た
た
め

〈

介
護
保
険
特
別
会
計

〉

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

９
０
０
万
円

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

が
増
加
し
た
た
め

・
え
り
も
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定

国
の
法
律
制
定
に
伴
い
、

専
門
的
知
識
や
優
れ
た
識
見

を
有
す
る
者
、
時
間
外
や
繁

忙
期
の
短
時
間
勤
務
職
員
を

任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
も
の

(

当
面
は
医
師
に
つ
い
て
の
み

適
用)

・
え
り
も
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
基
金
条
例
の
制
定

複
合
施
設
建
設
中
止
に
伴

い
、
「
え
り
も
町
複
合
施
設

整
備
基
金
条
例
」
を
廃
止
し
、

同
条
例
を
制
定
す
る
も
の

・
え
り
も
町
非
常
勤
特
別
職
の

報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

「
複
合
施
設
整
備
検
討
委
員

会
委
員
」
を
削
除
し
、
「
学

校
運
営
協
議
会
委
員
」
、

「
地
域
学
校
推
進
委
員
会
委

員
」
を
加
え
、
と
も
に
報
酬

を
日
額
５
５
０
０
円
と
す
る

・
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
改
正

医
師
の
定
年
を
65
歳
か
ら

70
歳
に
引
き
上
げ
る

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２９・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 2 >

補
正
予
算

３月４日～１４日までの日程(５日～１２日まで休会)で第４回定例町議会が開催され、平成３０年度

予算の補正、条例の改正等、また最終日には、平成３１年度の予算を審議するための予算特別委員会

が開催され、一部反対意見があったものの、すべて原案通りに可決されました。。

条
例
制
定

・
改
正

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
が

減
少
し
た
や
ま
と
苑



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２９・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 3 >

定
例
町
議
会
最
終
日
の
３
月
14
日
、
町
側
か
ら
提
示
さ
れ
た
平
成
31
年

度
の
予
算
案
に
対
す
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
診
療
所
特
別
会
計

で
は
、
一
部
反
対
意
見
が
あ
っ
た
も
の
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
一
般

会
計
及
び
残
り
の
５
特
別
会
計
で
は
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

(

質
疑
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す)

予
算
特
別
委
員
会

診
療
所
給
食
委
託
料

質
疑こ

こ
数
年
、
入
院

患
者
数
は
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
給
食
委

託
料
は
毎
年
増
加
し

て
い
る
。

平
成
29
年
度
の
実

績
で
は
、
１
日
平
均

入
院
患
者
数
3.1

人
に

対
し
、
給
食
委
託
料

は
約
９
３
７
万
円
で

１
食
に
換
算
す
る
と

約
２
７
６
０
円
に
な
り

あ
ま
り
に
も
高
す
ぎ
る
。

平
成
31
年
度
の
予
算

で
も
、
約
９
７
４
万
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

入
院
患
者
が
減
少
を
続

け
て
い
る
現
状
か
ら
み

て
も
、
委
託
料
を
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁給

食
委
託
料
は
、
入

院
患
者
１
日
８
人
を
基

本
と
し
て
、
そ
れ
以
上

で
も
そ
れ
以
下
で
も
委

託
金
額
は
変
わ
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
契
約
し

て
い
る
。
今
後
、
入
院

患
者
の
動
向
を
見
な
が

ら
見
直
し
も
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。

川村 ○ 上野 ○

石川 ○ 平野 ○

渡部 ○ 笹谷 ○

大坂 ○ 鈴木 ○

高松 × 本 ○

○は賛成、×は反対

質
疑高

齢
者
セ
ン
タ
ー
の
浴

槽
は
と
て
も
時
代
に
合
っ

た
も
の
と
は
い
え
ず
、
施

設
自
体
も
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
、
若
者
の
体
力
づ

く
り
が
で
き
る
近
代
的
な

施
設
に
す
る
べ
き
だ
と
思

う
が
。

質
疑31

年
度
は
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
ト
イ
レ
を
改
修
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
壁
や
窓
枠

な
ど
の
老
朽
化
し
て
い
る

個
所
の
修
理
は
い
つ
か
。

質
疑キ

ャ
ン
プ
場
は
、
赤
字

を
出
し
て
い
る
公
共
施
設

の
中
で
も
町
民
へ
の
貢
献

度
は
低
い
。
財
政
が
厳
し

い
中
、
思
い
切
っ
て
廃
止

し
、
新
し
い
も
の
に
投
資

し
て
い
く
と
い
う
考
え
も

必
要
で
は
。

答
弁現

在
、
各
公
共
施
設
の

担
当
課
で
今
後
ど
う
整
備

し
て
い
く
の
か
、
廃
止
す

べ
き
な
の
か
、
意
見
を
取

り
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の

後
、
全
庁
的
な
検
討
会
を

開
催
し
、
31
年
度
の
早
い

時
期
に
結
論
を
出
し
て
い

き
た
い
。

公
共
施
設
の
改
修
は

※ 診療所特別会計での議決

質
疑昨

年
７
０
０
０
人
も
の

人
が
訪
れ
た
が
、
せ
っ
か

く
来
た
の
に
買
え
な
か
っ

た
と
い
う
苦
情
が
あ
っ
た
。

４
月
上
旬
に
札
幌
で
行
わ

れ
る
う
に
の
Ｐ
Ｒ
や
４
月

下
旬
の
当
町
の
う
に
祭
り

で
十
分
な
う
に
の
量
を

確
保
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
安
価
に
生
産
者
か

ら
調
達
し
て
い
る
実
態
を

ど
う
考
え
る
か
。

答
弁町

と
し
て
は
多
く
の
観

光
客
に
来
て
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
る
。

漁
組
や
生
産
者
と
も
十

分
協
議
し
な
が
ら
長
く
続

け
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
で
き
る
限
り
の
支
援
を

し
て
行
き
た
い
。

う

に

祭

り

今
年
も
集
客
が
期
待
さ
れ
る

う
に
祭
り







問

鈴
木
勇
高
議
員

当
町
の
主
力
漁
業
で
あ

る
昆
布
漁
や
さ
け
定
置
網

の
漁
獲
量
は
、
毎
年
の
変

動
が
大
き
く
不
安
定
な
状

況
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
水
産
事
業
の

発
展
の
た
め
に
ホ
タ
テ
・

ホ
ッ
キ
貝
の
稚
貝
の
放
流
、

東
洋
・
歌
別
漁
港
で
の
吊

る
し
養
殖
の
実
証
実
験
を

す
る
考
え
が
な
い
か
。

答

産
業
振
興
課
長

ホ
タ
テ
は
、
当
町
に
も

生
息
し
て
い
る
が
資
源
量

は
多
く
な
い
。
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
は
稚
貝
を
放
流
し
漁

獲
す
る
が
、
当
町
は
ホ
タ

テ
漁
業
に
適
し
た
漁
船
も

な
く
、
費
用
対
効
果
が
未

知
数
で
あ
る
た
め
実
施
す

る
考
え
は
な
い
。

ホ
ッ
キ
は
、
町
の
各
海

域
で
漁
獲
さ
れ
重
要
な
資

源
と
考
え
る
。

現
在
、
道
内
で
ホ
ッ
キ

の
種
苗
生
産
や
放
流
は
行

わ
れ
て
い
な
い
が
、
価
格

の
安
い
小
型
の
ホ
ッ
キ
を

購
入
し
移
植
放
流
し
て
い

る
地
域
は
あ
る
。

当
町
で
は
資
源
保
護
の

た
め
漁
獲
さ
れ
た
小
型
の

ホ
ッ
キ
は
、
船
上
か
ら
直

接
再
放
流
し
て
い
る
。

町
内
の
資
源
量
は
比
較

的
良
好
で
あ
り
、
現
有
資

源
の
適
正
な
管
理
が
有
効

と
考
え
る
。

次
に
、
「
東
洋
・
歌
別

漁
港
で
の
吊
る
し
養
殖
の

実
証
試
験
」
は
、
漁
港
内

は
漁
船
の
航
行
及
び
係
留

や
悪
天
候
時
に
は
多
く
の

漁
業
者
が
浸
け
コ
ン
ブ
を

す
る
な
ど
、
漁
港
規
模
を

考
慮
し
て
も
適
さ
な
い
。

問

鈴
木
勇
高
議
員

当
町
は
、
環
境
に
恵
ま

れ
、
日
本
有
数
の
風
力
発

電
適
地
で
あ
る
。
そ
こ
で

町
の
将
来
に
と
っ
て
有

望
な
事
業
と
思
う
が
ど
う

考
え
る
か
。
又
今
後
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
。

答

産
業
振
興
課
長

え
り
も
町
に
お
け
る
風

力
発
電
事
業
は
、
以
前
か

ら
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て

は
送
電
網
な
ど
の
問
題
か

ら
頓
挫
し
た
が
、
こ
の
２

月
に
住
民
説
明
会
を
行
っ

た
民
間
事
業
者
は
自
社
で

送
電
網
を
整
備
す
る
と
の

こ
と
で
、
今
後
、
「
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
や
「
各

種
の
許
認
可
」
な
ど
必
要

な
手
続
き
が
多
々
あ
る
が
、

事
業
の
早
期
実
現
が
望
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

民
間
の
事
業
で
あ
り
、

町
の
協
力
は
限
ら
れ
る
が
、

事
業
が
早
期
に
正
式
決
定

さ
れ
る
よ
う
、
で
き
る
範

囲
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２９・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜6＞

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心

と期待を持たれる大事な議員活動の場です。町政

全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信

の表明を求め、議員自らの政策提言を行い政治姿

勢を明らかにするものです。

費用対効果が未知数

ホタテ・ホッキの養殖を

マ
ツ
カ
ワ
や
真
ツ
ブ
の
養
殖
に

取
り
組
む
栽
培
漁
業
え
り
も
セ

ン
タ
ー

できる範囲で協力

風力発電にどう関わるか

当初東洋地区に建設された風力発電



問


本
維
応
議
員

近
年
、
医
師
が
都
市
部

に
集
中
し
、
地
方
の
医
師

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

様
々
な
要
因
が
あ
る
が
、

当
診
療
所
で
も
、
医
師
定

着
の
見
通
し
が
た
た
ず
、

機
能
低
下
が
心
配
さ
れ
、

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
。

①
診
療
所
で
対
応
で
き

な
い
患
者
は
、
帯
広
市
の

北
斗
病
院
や
帯
広
厚
生
病

院
で
診
療
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
病
院
と
提
携
し
、

医
師
を
確
保
で
き
な
い
か
。

②
近
隣
の
広
尾
町
で
は
、

国
保
病
院
を
「
独
立
行
政

法
人
化
」
し
、
北
斗
病
院

と
業
務
提
携
す
る
が
、
こ

れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
し

今
後
、
当
町
も
「
独
立
行

政
法
人
化
」
を
検
討
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答

診
療
所
事
務
長

地
方
の
医
師
不
足
は
、

都
市
か
ら
の
距
離
、
家
族

の
理
解
、
住
環
境
等
、
様
々

な
要
因
が
あ
る
。

①
ま
ず
は
、
診
療
所
と

し
て
常
勤
医
師
の
体
制
を

整
え
る
の
が
第
１
で
あ
る

が
、
そ
の
う
え
で
代
診
医

師
は
現
在
、
北
海
道
地
域

医
療
振
興
財
団
を
中
心
に

派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

今
後
は
、
そ
れ
ら
に
加

え
、
北
斗
病
院
や
厚
生
病

院
等
と
、
ど
の
よ
う
な
派

遣
方
法
が
あ
る
の
か
、
総

体
的
に
検
討
し
な
が
ら
、

医
療
の
提
供
に
努
め
る
。

②
広
尾
町
と
北
斗
病
院

の
関
係
は
、
医
師
の
派
遣

を
中
心
に
北
斗
病
院
に
協

力
を
お
願
い
し
、
経
営
・

運
営
等
は
、
広
尾
町
国
保

病
院
が
独
立
し
て
行
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

「
独
立
行
政
法
人
化
」

に
な
る
と
、
現
在
勤
務
し

て
い
る
医
師
や
看
護
師
等

の
身
分
は
、
公
務
員
か
ら

非
公
務
員
と
な
り
、
ま
た

赤
字
経
営
に
陥
っ
た
場
合

は
、
町
か
ら
補
助
な
ど
も

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

「
独
立
行
政
法
人
化
」
の

検
討
は
慎
重
に
行
っ
て
い

く
。

問

大
坂
庄
吉
議
員

近
年
個
人
旅
行
が
増
え

て
い
る
状
況
で
、
昨
年
コ

ン
ブ
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
事

業
を
え
り
も
観
光
協
会
が

立
ち
上
げ
た
。
海
か
ら
の

発
信
と
し
て
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
が
楽
し
い
と
聞
く
。

安
全
に
多
く
の
方
が
利

用
で
き
れ
ば
と
願
う
。

風
光
明
媚
な
え
り
も
岬

に
き
て
も
ら
い
、
え
り
も

の
魅
力
や
特
産
品
の
提
供

の
場
、
ま
た
来
訪
者
の
憩

い
の
空
間
と
し
て
の
岬
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
の
再
建
を
望

ん
で
い
る
が
、
焼
失
し
て

３
年
が
経
過
し
建
設
に
向

け
て
前
向
き
な
話
は
な
い
。

民
間
建
設
は
困
難
な
の

で
、
町
主
導
で
道
の
駅
も

念
頭
に
入
れ
、
特
別
建
設

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２９・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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派遣の方法を総体的に検討

北斗病院と提携し医師の確保を

近
年
、
医
師
の
確
保
が
難
し
い

「
え
り
も
国
保
診
療
所
」

国立公園化を注視し協議

えりも岬レストハウスの再建を



委
員
会
等
を
立
上
げ
て
、

再
建
へ
の
方
向
性
を
示
す

べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
通
過
型
観
光
地

か
ら
の
脱
却
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
る
か
。

答

産
業
振
興
課
長

昨
年
11
月
か
ら
え
り
も

観
光
協
会
が
実
施
し
て
い

る
襟
裳
岬
の
「
コ
ン
ブ
ボ
ー

ト
ク
ル
ー
ズ
」
は
、
冬
期

間
で
気
象
条
件
が
厳
し
い

な
か
、
運
よ
く
乗
船
で
き

た
観
光
客
か
ら
は
非
常
に

好
評
を
得
て
お
り
、
春
か

ら
秋
に
か
け
比
較
的
気
象

条
件
が
良
好
な
時
期
の
運

航
に
期
待
が
か
か
る
。

え
り
も
岬
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
に
つ
い
て
は
「
観
光
協

会
法
人
化
の
問
題
」
や

「
再
建
を
希
望
さ
れ
る
店

舗
の
方
の
問
題
」
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
あ
り
停
滞

し
て
い
る
が
、
今
後
え
り

も
岬
周
辺
が
国
立
公
園
化

さ
れ
る
動
き
も
あ
り
、
そ

の
動
向
を
注
視
し
、
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

通
過
型
観
光
地
か
ら
の

脱
却
に
つ
い
て
は
、
町
に

は
大
型
宿
泊
施
設
や
温
泉

施
設
が
な
い
の
で
難
し
い

問
題
で
あ
る
が
、
近
年
増

え
て
い
る
個
人
旅
行
者
に

対
し
、
「
コ
ン
ブ
ボ
ー
ト

ク
ル
ー
ズ
」
や
「
豊
似
湖

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
飛
行
」
、

特
産
品
で
あ
る
ウ
ニ
や
毛

ガ
ニ
、
マ
ツ
ブ
な
ど
を
パ
ッ

ク
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
の
開

発
な
ど
、
少
し
で
も
町
に

滞
在
し
て
く
れ
る
方
が
増

え
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

協
議
し
て
い
く
。

問

高
松
亮
裕
議
員

え
り
も
町
の
公
共
の
交

通
手
段
と
し
て
ハ
イ
ヤ
ー

と
Ｊ
Ｒ
バ
ス
が
あ
る
が
、

数
年
前
に
ハ
イ
ヤ
ー
が
一

時
撤
退
し
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
か

ら
は
、
す
ぐ
に
撤
回
さ
れ

た
も
の
の
減
便
の
提
案
が

な
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

現
在
は
利
用
者
の
減
少

に
よ
り
収
益
が
悪
化
し
、

町
が
財
政
支
援
し
て
な
ん

と
か
維
持
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

さ
ら
な
る
財
政
の
圧
迫
、

減
便
、
撤
退
と
な
る
可
能

性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

町
民
の
移
動
手
段
を
今

後
ど
う
確
保
し
て
い
く
の

か
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
を

活
用
し
た
町
民
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
交
通
の
あ
り
方
、

高
齢
者
の
免
許
返
納
後
の

移
動
手
段
の
確
保
、
Ｊ
Ｒ

バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

福
祉
バ
ス
と
の
連
携
・
効

率
化
、
住
民
が
利
用
し
や

す
い
バ
ス
停
の
見
直
し
や

料
金
設
定
等
々
、
様
々
な

視
点
か
ら
ど
う
い
う
選
択

が
え
り
も
町
と
し
て
一
番

良
い
の
か
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い

る
と
思
う
が
お
考
え
は
。

答

企
画
課
長

町
と
し
て
も
町
民
の
移

動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

は
同
様
の
認
識
を
持
っ
て

お
り
、
当
面
は
運
休
が
続

く
Ｊ
Ｒ
日
高
線
に
関
連
し
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
バ
ス
運
行

体
制
に
つ
い
て
町
民
や
議

会
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

個
別
に
協
議
を
進
め
て
い

く
。一

方
、
町
民
の
要
望
に

応
え
る
新
た
な
交
通
網
の

整
備
、
町
と
町
を
つ
な
ぐ

町
外
へ
の
路
線
の
確
保
、

管
内
の
統
一
し
た
バ
ス
路

線
と
の
整
合
性
な
ど
、
今

後
町
と
し
て
の
基
本
的
な

方
向
性
を
示
す
た
め
に
も
、

ま
ず
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

福
祉
バ
ス
と
の
連
携
も
含

め
、
役
場
内
に
お
い
て
各

地
の
事
例
や
制
度
の
調
査

検
討
に
取
り
組
み
、
そ
の

上
で
協
議
会
を
立
上
げ
て

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２９・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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乗客の減少が続くＪＲバス

各地の事例や制度を調査

地域公共交通の在り方は

解
体
後
の
え
り
も
岬

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
跡
地
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ＰＴＡ 「統合はやむを得ない」

・東洋地区各自治会やＰＴＡ、老人クラブ等の組織ご

とに東洋小の今後の在り方について議論した結果、

概ねＰＴＡの判断に任せるとの結論に至る。

・ＰＴＡとしては、児童数減少に歯止めがかからない

ことを踏まえ、「統合はやむを得ない」ということ

で全体確認した。

・町としては、「統合」へ向け、慎重に進めつつ3月

中に原案を示したい。

東洋小 地域懇談会 ２月７日

学校と地域が力を合わせて
児童生徒の成長を支える

・「えりもの子はえりもで育てる」を基本理念に、地

域と学校が一体となって「えりもの子」の成長を支

える学校づくりをめざす。

・「学校運営協議会」(委員５名以内)、「地域学校

推進委員会」(委員４名以内)を設置する。

・31年度は、①校長が定める学校運営方針の承認、

➁学校運営や必要な支援に関する協議、➂地域学校

協働活動の推進、④地域やPTAの主体的参画による

事業の４つを重点的に進める。

えりも型地域学校の推進

大型風力発電設備にも対応

主な改訂点

㋑対象の施設は小型風力発電(20kw未満)からすべ

ての風力発電機とする。

㋺住宅からの距離は、風車の全高の3倍以上とする。

風力発電ガイドラインの

見直し

ただし、対象住宅等の居住者及び利用者から書面

での同意が得られた場合は、この限りではない。

㋩テレビ電波及び航空自衛隊襟裳分屯基地の業務等

に影響が発生しないよう、テレビ中継局監視の幹事

テレビ局及び襟裳分屯基地と事前に協議の上、必要

な措置を講ずること。

㋥事業者は、関係住民に対し個別に事業説明するこ

ととし、要請があれば事業説明会を開催すること。

㋭風力発電施設等に起因する第三者への損害に対す

る賠償責任保険に加入すること。

・平成29年3月の火災の後処理で、「責任の所在」、

「指揮系統の曖昧さ」等が問題となったことから、

関係機関で協議の結果、平成31年以降はえりも町

とえりも漁業協同組合で成る「町協議会」が施設管

理者として当センターを運営し、マツカワの中間育

成事業は、北海道栽培漁業振興公社から業務委託し

実施することとなる。

一方、町独自に平成8年から「エゾボラ(真ツブ)」

の飼育に取り組み、努力の結果、平成29年頃から

産卵量を増やすことに成功し、その生態がしだいに

解明されつつある。

栽培漁業えりもセンターの

運営主体は町協議会

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
エ
ゾ
ボ
ラ
の

稚
貝
（
約
１
ｃ
ｍ
）



え
り
も
町
議
会
事
務
局
長

わ
き
ざ
か

ゆ
う
す
け

脇
坂

祐
輔
さ
ん

Ｑ

ま
ず

議
会
事
務
局
長
と

し
て
の
抱
負
を

Ａ

自
分
が
、
議
会
に
配
属
に

な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
少
し
驚
き
ま
し
た
。
地
方

分
権
が
進
ん
で
町
や
議
会
の
責

任
は
ま
す
ま
す
重
く
な
っ
て
い

ま
す
。
議
会
の
運
営
が
ス
ム
ー

ズ
に
、
そ
し
て
議
員
の
皆
さ
ん

が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
心
掛

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

異
動
前
は
、
税
務
課
で
し

た
が
ご
苦
労
は
？

Ａ

議
会
で
も
度
々
収
納
率
の

事
を
指
摘
さ
れ
、
向
上
の
た
め

に
努
力
し
ま
し
た
が
、
多
種
多

様
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
と
て
も
大

変
な
仕
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ

休
日
や
時
間
の
あ
る
と
き

は
何
を
？

Ａ

主
に
読
書
で
す
。
コ
ミ
ッ

ク
や
小
説
な
ん
で
も
読
み
ま
す
。

「
宮
部
み
ゆ
き
」
や
「
村
上
春

樹
」
は
好
き
な
作
家
で
す
。

Ｑ

え
り
も
町
の
こ
れ
か
ら
で

心
配
な
こ
と
は
？

Ａ

全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
す
が
、
人
口
減
少

で
し
ょ
う
か
。
少
子
化
も
一
つ

の
要
因
で
す
け
ど
、
若
い
人
が

減
る
と
町
の
産
業
や
行
政
に
も

大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ

好
物
と
こ
れ
か
ら
楽
し
み

た
い
こ
と
は
。

Ａ

そ
ば
と
う
ど
ん
、
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
も
好
物
で
す
。
運
動

不
足
な
の
で
、
少
し
体
を
動
か

す
よ
う
な
こ
と
も
し
て
み
た
い

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
何
年

も
映
画
館
で
映
画
を
見
て
い
な

い
の
で
、
面
白
そ
う
な
映
画
が

あ
れ
ば
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

お
す
す
め
の
映
画
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

元
号
も
「
令
和
」
に
代
わ
り
、

山
の
緑
も
日
増
し
に
鮮
や
か
に

変
化
し
て
い
る
こ
の
頃
、
人
々

の
動
き
も
次
第
に
活
発
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
今
「
議
会
だ
よ
り
」

も
４
年
間
務
め
た
広
報
広
聴
常

任
委
員
長
と
し
て
の
最
終
号
と

な
り
ま
し
た
。

単
な
る
情
報
提
供
で
は
な
く
、

皆
様
に
も
興
味
を
持
っ
て
考
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
や

肩
の
力
を
抜
い
て
読
ん
で
い
た

だ
け
る
「
こ
の
人
に
聞
く
」
な

ど
、
工
夫
を
し
た
つ
も
り
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
し
た
。

次
号
か
ら
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー

で
の
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
皆

様
に
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
て
参
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

(

高
松)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２９・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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広
報
広
聴
常
任

委
員
会
委
員

委
員
長

高
松

亮
裕

副
委
員
長

大
坂

庄
吉

委
員

川
村

一
治

石
川

昭
彦


本

維
応

今
回
の
「
こ
の
人
に
聞

く
」
は
、
４
月
か
ら
議
会

事
務
局
長
に
就
任
し
た
脇

坂
祐
輔
さ
ん
。
昭
和
47
年

８
月
４
日
生
ま
れ
で
え
り

も
町
庶
野
出
身
、
え
り
も

高
校
の
２
期
生
で
す
。

（
取
材
・
石
川
）

２月 4日 全員協議会

２月 6日 日高地区交通災害共済組合議会

２月19日
日高の森林（もり）づくり

を広げる集い

２月２3日
庶野漁港衛生管理施設供用

開始記念式典及び祝賀会

２月２7日 議会運営委員会

３月 １日 えりも高等学校卒業証書授与式

３月 4日 全員協議会 第５回定例会招集

３月１3日

１4日

第５回定例会及び

予算特別委員会

３月15日 えりも中学校卒業証書授与式

３月２0日
日高東部消防組合議会

日高東部衛生組合議会

3月 25日 全員協議会

４月 2日 広報広聴常任委員会

４月 8日 えりも高等学校入学式

議会の動き

こ
れ
か
ら
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
脇
坂
さ
ん


